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　旭志伊坂公民館のイルミ
ネーションです。
　12月末まで飾られ、午後
６時から午後10時まで点灯
されています。
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11月10日（木）行政改革に関する研修会

　行政改革を推進し、市民の皆さんが満足する市役所
を目指すため、講師にコッコファームの松岡代表取締
役、前田企画課長を迎え、市役所の課長以上を対象と
した「行政改革に関する研修会」がありました。
　参加した管理職を前に松岡氏は「管理職は部下から
相談し易い雰囲気を作り、部下をバックアップする体
制を取らなければならない。部下が意見を出す、その
勇気の芽を摘まないように。また、お客様からのクレ
ームは、会社にとって最大のチャンスと捉える。それ
への対応が社員教育につながり、後継者の育成にもつ
ながるから」と熱弁を振るいました。
　集まった管理職は、講師の言葉を傾聴し、今後の業
務に生かすため熱心にメモをとっていました。

　熊本県こども民俗芸能大会が菊池市文化会館であり、地域の民俗芸能
を受け継いでいる子どもたちが県内各地から集まり、それぞれの芸能を
披露しました。
　熊本県教育委員会と菊池市教育委員会が開催したもので、県内の小中
学校などから７団体、約 130人が出場しました。
　菊池市からも、戸崎小
学校の子どもたちが「赤
星子ども神楽」を、菊池
北小学校の子どもたちが
「狂言」をそれぞれ披露
し、神楽の美しい舞と、
狂言の堂々とした演技で
観客を魅了しました。
　参加した子どもたちの
これからの活躍が、益々
期待されます。

市行政改革推進室主催であった「行政改革に関する研修会」

　菊池市子ども会泗水支部のキックベースボール大会が泗水グラウンド
でありました。
　高学年の部に 20チーム、低学年の部に 13チームが参加し、熱戦が
繰り広げられました。
　保護者の熱い声援を受け、子どもたちは元気に楽しくプレーしました。
　上位の結果は、次のとおりです。
高学年の部
優勝　福本一区Ａ子ども会
２位　南住吉子ども会
３位　桜山２·６·９区子ども会
　〃 　北住吉子ども会

11月12日（土）
第1回泗水支部子ども会大会キックベースボール競技

菊池北小学校の「狂言」

11月13日（日）第2回熊本県こども民俗芸能大会

福
本
一
区
Ａ
子
ど
も
会

11月20日（日）
第17回七城ふれあいスポーツフェスティバル

グラウンドゴルフ競技

　11 月 10 日（木）、11 日（金）の２日間、七城小
学校で体験給食がありました。
　これは、来年度入学する園児が小学校の給食を体験
するとともに、小学校入学への不安を取り除き、小学
校児童との交流を深める機会を持つことを目的に行わ
れています。
　今年度は、七城校区内の幼・保育園から 79人の園
児が給食を体験しました。
　園児たちは、少々緊張ぎみでしたが、おいしそうに
給食を食べていました。

　七城町内の幼稚園・保育園・小学校・中学校で「七
城町教育の日」がありました。
　これは、「子どもは地域の宝、地域の子どもは地
域で育てる」ことを目的に、市民の皆さんが自由に
町内幼稚園・保育園・小学校・中学校の保育・教育
現場を参観できることがねらいです。
　この日は、七城高齢者大学の受講生も参観し、児
童と給食を一緒に楽しみながら交流をしました。

11月8日（火）七城町教育の日

七城小学校で給食体験をする園児（左）

11月10日（木）・11日（金）
七城幼保小連携 体験給食

６年生の授業で話をするゲストティーチャー

ソフトバレー競技

ゲートボール競技 ソフトテニス競技

　七城総合グラウンド、七城体育館、七城運動公園ゲートボール場で、七
城ふれあいスポーツフェスティバルがありました。
　大会には４種目（グラウンドゴルフ・ソフトバレー・ゲートボール・ソ
フトテニス）に県内外から参加した愛好者 508人は、爽やかな秋空の中、
楽しみながらも熱心にプレーをしました。上位の結果は、次のとおりです。

【グラウンドゴルフ競技】
１位　上住吉ひまわりＡ（菊池市）
２位　戸　崎（菊池市）
３位　御代志支部（西合志町）

【ソフトバレー競技】
１位　キッズファミリー（熊本市）
２位　きくちSVC①（菊池市）
３位　きくちSVC②（菊池市）

【ゲートボール競技】
１位　くま川（八代市）
２位　出　田（菊池市）
３位　水次B（菊池市）
４位　近　友（菊池市）

【ソフトテニス競技】
１位　アタックナンバーワン（宇城市）
２位　ひまわりドンちゃん　（西合志町）
３位　七城A（菊池市）
　〃 　不知火クラブ（宇城市）

　菊池市では行政改革を推進し、最小の経費で最大の行政効果を上げられるよう、簡素で効率的な行財政
運営に努め、市民の皆さんの満足度を向上していきます。市民の皆さんも、菊池市の行政改革に対して意
見・提案をどしどし出していただき、今後も行政改革の進展を注視いただきますようお願いします。

低学年の部
優勝　三万田子ども会
２位　桜山１·２·６·９区子ども会
３位　富出分子ども会
　〃 　田島子ども会ドラゴンズ

三
万
田
子
ど
も
会

戸崎小学校の「赤星子ども神楽」
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　11月５日（土）～７日（月）に全国障害者スポー
ツ大会が、岡山県桃太郎スタジアムであり、菊池市か
ら３人の選手が出場しました。
　３人は、それぞれの部門で日頃の練習の成果を発揮
し、その報告に福村市長を訪れました。今後の３人の
活躍が期待されます。結果は、次のとおりです。
黒田　　章選手　・1500m車椅子　優勝
　　　　　　　　・5000m車椅子　優勝（大会新記録）
矢ヶ部孝志選手　・1500m車椅子　５位入賞
　　　　　　　　・5000m車椅子　６位入賞（大会記録）
西岡　成也選手　・フライングディスク　４位入賞

　岩永生男さん（○菊  花房台）が、10月 30日（日）
に山鹿市鹿北町であった鹿北茶山唄全国大会で優勝
し、その報告に市長を訪れました。
　大会で岩永さんが歌ったのは 10月に完成したば
かりの「菊池川今昔」という民謡で、菊池を代表す
る歌になればと知人の作曲家に歌のイメージを伝え
て作ってもらったものです。
　カラオケが趣味だったという岩永さんが民謡を始
めたのは 10年前で、あるとき喉にポリープができ、
手術後のリハビリにと始めたのがきっかけです。
　岩永さんは「この歌をきっかけに『まちおこし』
をしたいです。鹿北茶山唄大会の菊池版ができれば
いいなと思います。祭りなどへの出演依頼があれば
いつでも行って歌いますよ」と話されました。

11月14日(月)
岩永生男さんが 第15回
鹿北茶山唄全国大会での優勝を報告

黒田　章選手（一番右）、西岡成也選手（右から２番目）、
矢ヶ部孝志選手（一番左）

11月11日(金)
第5回全国障害者スポーツ大会
「輝いて!おかやま大会」での活躍を報告 岩永生男さんが 第15回

鹿
北
茶
山
唄
全
国
大
会
で
優
勝

し
た
岩
永
生
男
さ
ん
（
中
央
）

　菊池北小学校が博報賞の教育活性化部門で表彰を受
け、その報告に市長を訪れました。この賞の受賞は菊
池郡市では初めてのことで、６年生が総合的な学習の
時間で、地域に伝承されている狂言に取り組んだり、
４～６年生の希望者が雅楽に取り組んだりしている活
動が子どもたちに根付き、郷土に対する誇りと自信の
気持ちが育っていることなどが評価されました。
　倉原校長は「子どもたちには、文教菊池の地に伝わ
る伝統的な文化を学んでもらうことで『菊池に生ま
れて良かった』と思うような菊池を自慢できる大人に
なってほしいです」と話されました。
　今後の菊池北小学校の活躍が、期待されます。

　開店４周年を迎えた「道の駅泗水養生市場」の来
客数が 140万人を突破しました。
　140万人目となったのは、同店によく買い物に来
るという杉本明子さん（○泗  富の原東）で、杉本さん
は「週４日は養生市場に買い物に来ています。おい
しいお弁当や、新鮮な野菜などいい商品があるので、
よく利用しています。140万人目に選ばれるなんて、
びっくりしました」と話されました。
　杉本さんには、福村市長から花束と養生米などた
くさんの記念品が贈呈されました。

11月17日（木）
道の駅泗水養生市場開店4周年記念
大感謝祭（140万人突破!）

11月17日（木）
菊池北小学校が「2005年度
第36回博報賞」の受賞を報告
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
倉
原
久
義
校
長
（
右
）

来客 140万人目となった杉本明子さん（右）

　青年海外協力隊員としてカンボジアに派遣されるこ
とになった菊池市隈府（北原）出身の藤原みちよさん
が、派遣前に市長を表敬訪問しました。
　福村市長から「現地の治安は心配ないでしょうが、
体には十分気をつけて精一杯頑張ってきてください」
と激励を受けた藤原さんは、「若いときにチャレンジ
したいと思って志望しました。身に付けた技術を活か
して貢献できるよう頑張ってきます」と抱負を述べま
した。
　藤原さんは 11月 28 日にカンボジアへ出発し、現
地では２年間、製図・縫製の指導を行うことになりま
す。
　藤原さんの活躍が期待されます。

　11月 23日の「勤労感謝の日」を前に、菊池聖母
幼稚園の代表園児たち５人と先生２人が市役所を訪
れ、福村市長に手作りの花びんをプレゼントしまし
た。
　この花びんは、日ごろの勤労に感謝する気持ちを
込めて、同幼稚園の園児たちが 10月下旬から作っ
たもので、訪れた園児たちが「いつもお仕事お疲れ
さまです。私たちの作った花びんです」と福村市長
に手渡しました。
　福村市長は「ありが
とう。きれいな花を生
けさせてもらいます」
と大事そうに受け取り
ました。
　この活動は、毎年こ
の時期に合わせて同幼
稚園が行っているもの
で、菊池市役所の各機
関や菊池警察署、北消
防署、菊池郵便局など
20 数カ所に届けられ
ました。

11月22日(火)
菊池聖母幼稚園の園児たちが
市長に花びんをプレゼント

手作りの花びんを届けた代表の
園児たち

11月21日(月)藤原みちよさんが
青年海外協力隊としてカンボジアへ

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
派
遣
さ
れ
る
藤
原
み
ち
よ

さ
ん
（
右
）

　きくち・ワイフ物語推進協議会（会長・
福村市長）が募集した「夫婦の手紙・絵手
紙コンクール」の入賞者が決まり、その表
彰式が「いい夫婦の日」の 11月 22日に、
菊池市内のホテルでありました。
　菊池市は、地名の「隈府（ワイフ）」と
英語の「wife（ワイフ・妻）」との語呂合
わせ、さらに「美肌の湯・化粧の湯」とも
呼ばれ女性に人気がある菊池温泉をアピー
ルしながら「おしどり夫婦の里」、「妻（女
性）を大切にするまち」としてのイメージ
づくりに取り組んでいます。
　今回のコンクールは、その一環として同
協議会が今年から始めたもので、県内はも

とより遠くは北
海道から、手紙
の部に 68 点、
絵手紙の部に
496 点の応募
がありました。
　表彰式では、
夫婦の手紙大賞の白木千代美さんほか 32人の入賞者に賞状と副賞が贈られ、受賞者
を代表して、白木さんが作品を朗読すると、最終行の「どんでん返し」に会場からは
大きな拍手が湧き上がりました。
　手紙の部の入賞作品と、絵手紙（応募作品全部）は、菊池夢美術館でご覧いただけます。
◆展示期間　平成 18年１月 14日（土）～１月 29日（日）

11月22日（火）「夫婦の手紙・絵手紙コンクール」表彰式

夫婦の手紙大賞に選ばれた白木千代美さんの作品「主人に」

白木千代美さん（左）
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INFORMATION INFORMATION
　

民
話
の
里
岩
手
県
遠
野
市
へ
の
市

民
交
流
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
け
継
が
れ
る
昔
話
語
り
、
市
民

手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
遠
野

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
鑑
賞
の
ほ
か
、
遠

野
市
の
各
種
グ
ル
ー
プ
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
市
民
レ
ベ
ル
で
の
心
あ

た
た
ま
る
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

遠
野
市
で
は
約
４
人
に
１
人
が
菊

池
（
地
）
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
菊
池

一
族
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
も
推
定

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
旧
菊
池
市
に

お
い
て
平
成
10
年
か
ら
友
好
都
市
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
流
期
日

　

２
月
４
日
（
土
）
〜
６
日
（
月
）

参
加
費　

５
０
、０
０
０
円

応
募
資
格

　

地
域
の
歴
史
、
文
化
を
継
承
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
交
流
の
あ

と
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
会
員
と
し

て
市
民
相
互
の
交
流
や
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
人

募
集
数　

14
人

応
募
締
切
日

　

１
月
５
日
（
木
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
応
募
票
請
求
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　

菊
池
市
役
所
国
際
交
流
課
内

　

菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局

募
集
期
間

　

12
月
15
日
（
木
）
〜

　

平
成
18
年
１
月
10
日
（
火
）

目　

的

　

体
験
ク
ル
ー
ズ
を
通
し
て
、「
海
・

船
・
自
然
」
に
つ
い
て
体
験
さ
せ
、

知
識
の
高
揚
及
び
海
事
思
想
の
普
及

を
は
か
る
と
と
も
に
、
団
体
活
動
を

通
し
て
社
会
性
を
学
ば
せ
、
豊
か
な

人
間
形
成
を
図
る
。

主　

催　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
（
ブ
ル
ー

シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
財
団
）

寄
港
地　

小
笠
原
諸
島
父
島
二
見
港

実
施
期
間　

平
成
18
年
３
月
26
日

（
日
）
〜
３
月
31
日
（
金
）

　
（
５
泊
６
日
・
い
ず
れ
も
船
内
泊
）

対
象
・
募
集
人
員
お
よ
び
資
格

 

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
の
男
女
３
人
程
度

•
日
本
国
内
に
在
住
す
る
小
学

４
、５
、６
年
生
ま
た
は
中
学
生

•
心
身
と
も
に
健
康
で
、船
内
生
活
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
む

研
修
活
動
お
よ
び
船
内
な
ど
に
お

け
る
団
体
行
動
が
可
能
な
人
（
参

加
に
際
し
、
後
日
医
師
の
健
康
診

断
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
）

•
海
、
船
、
海
洋
環
境
な
ど
に
興
味

が
あ
る
人

•
日
本
語
に
よ
る
意
思
疎
通
が
可
能

で
あ
る
人

※
学
年
は
平
成
18
年
３
月
現
在
を
適

用
と
し
ま
す
。

参
加
費

•
体
験
ク
ル
ー
ズ
参
加
料

　

８
０
、０
０
０
円
（
菊
池
市
よ
り

1/2
程
度
の
補
助
有
り
）

•
福
岡
空
港

⇔

東
京
晴
海
埠
頭
往
復

　

４
１
、０
０
０
円
（
参
加
者
負
担
）

•
別
途
福
岡
空
港
ま
で
の
交
通
費

　
（
参
加
者
負
担
）

使
用
客
船　

ふ
じ
丸（
２
３
、２
３
５

総
ト
ン
）（
予
定
）

実
施
内
容　

海
洋
観
察
、
操
舵
室
機

械
室
見
学
、
洋
上
星
空
観
察
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
自
然
海

洋
体
験
活
動
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
、
商
店
ま
た
は
農
業
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産

の
こ
と
で
す
。

申
告
の
内
容

　

①
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト

改
装
な
ど
）、
②
機
械
お
よ
び
装
置

（
コ
ン
ベ
ア
・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
）、

③
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
・
ロ
ー
ラ
な
ど
自
動
車
税
な

ら
び
に
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る

も
の
を
除
く
）、
④
工
具
器
具
お
よ

び
備
品（
机
・
イ
ス
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　

こ
の
よ
う
な
事
業
用
資
産
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
前
年
申
告
の
あ
る
人
は
、
後
日
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産

を
お
持
ち
で
申
告
書
の
送
付
が
無

い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
市
役

所
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

１
月
31
日
（
火
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基

準
日
は
、
平
成
18
年
１
月
１
日
で
す
。

　

家
屋
を
解
体
し
て
、
建
物
滅
失
登

記
を
し
な
い
場
合
や
、
未
登
記
建

物
の
所
有
権
が
移
転
し
て
い
る
場
合

は
、
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
（
手
続
き
を
済
ま
さ
な
い
と
誤
っ

て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

届
出
書
や
添
付
書
類
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
は
、
今
年
12
月
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
企
画
課

　

熊
本
県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現
、
ま
た
、

医
療
機
関
に
お
け
る
患
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
や
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
し

て
、
患
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど

を
受
け
付
け
る
「
医
療
安
全
相
談
窓

口
」
を
次
の
と
お
り
設
置
し
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
度
は
、
約
４
０
０
件

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
に
は
看
護
師
お
よ
び
担
当
の

職
員
が
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
機
関
へ
の
事
実
確
認
や
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
に
関
す
る
相
談
は
、

各
保
健
所
で
も
従
来
ど
お
り
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

名　

称

　

熊
本
県
医
療
安
全
相
談
窓
口

設
置
場
所

　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
推

進
課
内
（
県
庁
新
館
３
階
）

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
７
０
２
０

（
直
通
）

　

Fax
０
９
６
（
３
８
５
）
１
７
５
４

電
子
メ
ー
ル　

tiikiiryo
u
@
p
re
f.

　
　
　
　
　
　

ku
m
a
m
o
to
.lg
.jp

受
付
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
日
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
体
制　

医
療
安
全
相
談
員
お
よ

び
地
域
医
療
推
進
課
職
員

相
談
内
容　

医
療
に
関
す
る
患
者
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
地
域
医
療
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
７
０
２
０

（
直
通
）

家
屋
の
解
体
届
と
未
登
記
家
屋

の
異
動
届
は
お
早
め
に

去年の体験クルーズ「海洋観察」

　菊池市では、ごみの減量化の一環として生ごみ処理
容器（電動式を含む）を購入する市民の皆さんに対し
て、補助金を交付する制度があります。
補助の対象となる処理容器
　生ごみを堆肥として再生処理する容器および電動式
生ごみ処理機であって、耐久性に優れているもの。
補助の対象者
　菊池市に居住し、処理容器などを購入しようとする
一般市民。
補助率および補助限度額
　１世帯処理容器１器につき、購入価格の１／２以内
とし、電動式の場合20,000円、その他は3,000円を
限度とします。ただし、予算の範囲内とします。
提出書類
・交付要綱に定められた申請書および請求書
・購入者および購入価格が確認できる書類
　（領収書など　※レシートは不可）
・処理容器の性能などが確認できるカタログなど
・その他市長が必要とする書類
問い合わせ・提出先
　環境課、七城・旭志・泗水の各総合支所民生課

第34回旭志元旦マラソン大会
参加者大募集

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

去年の体験クルーズ「自然海洋体験活動」

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
、
平
成
17
年
度
海
洋
教
室
事
業
と
し
て
、
小
学
校

４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
在
市
町
村
で
、
総
勢
５
０
０
人

の
参
加
者
募
集
で
、
菊
池
市
で
は
３
人
程
度
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　当日の参加も受付けますので、市民の皆さ
んの参加をお待ちしています。
趣　　旨　市民の体力増進と新年の健康なら
びに繁栄を祈願する

期　　日　平成18年１月１日（日）
主　　催　菊池市体育指導委員協議会旭志支
部、菊池市教育委員会旭志分室

受付会場　菊池市旭志総合支所駐車場
受付時間　午前10時～午前10時30分
参加資格　原則として市内在住の人
コ ー ス　３Kmコース・７kmコース
参 加 料　無　料
参 加 賞　参加者全員に参加賞があります。
申し込み　12月27日（火）までに教育委員
会旭志分室に申し込んでください。
※当日受付も行いますが、なるべく事前申し
込みをお願いします。
※本大会中における不慮の事故などについて
は、一日保険の範囲迄とし、それ以外は、
全て本人の責任とします。

問い合わせ・申し込み先
　菊池市教育委員会旭志分室

製
造
業
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
医
療
安
全
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す

償
却
資
産
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

生ごみ処理容器などの購入に対して
補助金の交付制度があります

市
民
交
流
団
員
募
集

   

〜
岩
手
県
遠
野
市
〜

Ｂ
＆
Ｇ「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集
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最
近
の
刑
法
犯
罪
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
特
に
車
上
狙
い
、
自
動

販
売
機
、
脱
衣
場
狙
い
な
ど
が
多
発

し
て
お
り
、
犯
罪
者
の
低
年
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
き
な
理
由
と
し
て
、
価
値
観
の

多
様
化
、
核
家
族
化
、
雇
用
形
態
の

変
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
な
ど

が
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
社
会
不
安
の

解
消
の
た
め
に
は
、
警
察
に
頼
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安

全
な
生
活
の
確
保
の
た
め
の
自
発
的

な
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
条
例
で
は
、
市

だ
け
で
な
く
、
市
民
や
事
業
者
な
ど

の
責
務
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
条
例

を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
市
、
市

民
、
事
業
者
、
土
地
建
物
所
有
者
に

責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

安
全
対
策
課

　

こ
の
運
動
は
、
例
年
、
年
末
年
始

に
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
市
民
に
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

市
民
が
自
ら
進
ん
で
交
通
安
全
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

期　

間　

平
成
17
年
12
月
21
日（
水
）

か
ら
平
成
18
年
１
月
３
日
（
火
）
ま

で
の
14
日
間

主　

唱

　

熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟

統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
高
齢
者　

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で

防
ぐ
事
故
」

運
動
の
重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転

行
為
の
追
放

・
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と
反
射
材
の

活
用

　

お
互
い
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
交
通
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
対
策
課
、
菊
池
・
七
城
・
旭

志
・
泗
水
の
各
総
合
支
所
総
務
振
興

課

INFORMATION INFORMATION

１
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
末
に
な
る
と
暴
力
団
組
員
な
ど

が
正
月
商
品
の
「
門
松
、
し
め
縄
、

鏡
餅
、
干
支
の
置
物
、
数
の
子
」
な

ど
を
売
り
つ
け
に
来
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

不
当
な
売
り
つ
け
に
は
、
毅
然
と

し
た
態
度
で
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

売
り
つ
け
に
際
し
て
「
俺
は
○
○

組
の
者
だ
け
ど
」
や
「
俺
の
仕
事
は

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
な
ど
と
い
う

暴
力
団
の
威
力
を
示
す
行
為
が
あ
っ

た
場
合
は
、
暴
力
団
対
策
法
の
適
用

や
法
的
措
置
を
取
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
菊
池
警
察
署
へ
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
永
年
の
付
き
合
い
か
ら
断

れ
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
人
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
警
察
署
刑
事
課
捜
査
二
係

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

　

内
線
３
５
１
ま
た
は
３
５
２

菊
池
支
所

袈
裟
尾　
　

宮み
や
が
わ川　

正ま
さ
あ
き昭

（
亡
妻　
　
　
　

シし

げ

こ

ゲ
子　

78
歳
）

高
野
瀬　
　

木き
の
し
た下　

リり

えエ

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
よ
し義　

81
歳
）

熊
本
市　
　

兒こ

だ

ま玉　

藤ふ
じ
の
り則

（
亡
母　
　

赤あ
か
ほ
し星
カか

を

る

ヲ
ル　

97
歳
）

高
野
瀬　
　

後ご

と

う藤　
　

寛
ひ
ろ
し

（
亡
母　
　
　
　

八や

え

こ

重
子　

73
歳
）

栄　

町　
　

小お

だ田　

誠せ
い
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　
　

武
た
け
し　

98
歳
）

鉾
の
甲　
　

黒く
ろ
た
に谷　
　

正
ま
さ
し

（
亡
母　
　
　
　

シし

ず

え

ズ
エ　

96
歳
）

栄　

町　
　

堤
つ
つ
み　
　

良り
ょ
う
い
ち一

（
亡
母　
　
　
　

ミみ

き

を

キ
ヲ　

77
歳
）

藤　

田　
　

岩い

わ

き木　

時と

き

を夫

（
亡
妻　
　
　
　

ヨよ

よ

か

ゝ
カ　

70
歳
）

戸　

城　
　

前ま
え
か
わ川　

豊ほ
う
せ
い正

（
亡
母　
　
　
　

フふ

み

こ

ミ
子　

91
歳
）

西
正
観
寺　

茂も

と

う藤　

富と

み

こ子

（
亡
父　
　
　
　
　
　

渡
わ
た
る　

93
歳
）

今　
　
　
　

内う

ち

だ田　
　

正
た
だ
し

（
亡
母　
　
　
　

フふ

さ

こ

サ
子　

74
歳
）

北　

宮　
　

森も
り
も
と本　

和か
ず
ひ
ろ弘

（
亡
兄　
　
　
　
　

幹み

き

お雄　

56
歳
）

大
琳
寺　
　

大お
お
つ
か塚

須す

ま

こ

磨
子

（
亡
母　
　
　
　
　

絢あ

や

こ子　

86
歳
）

高
野
瀬　
　

後ご

と

う藤
ルる

み

こ

ミ
子

（
亡
母　
　
　
　

ナな

つ

こ

ツ
子　

83
歳
）

立　

町　
　

福ふ

く

だ田
タた

え

こ

エ
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

達た

つ

み己　

82
歳
）

中　

町　
　

北き
た
は
ら原　

幸こ
う
め
い明　

（
亡
父　
　
　
　
　

清せ
い
い
ち一　

87
歳
）

篠　

倉　
　

東
ひ
が
し　

　

秀ひ

で

お雄

（
亡
母　
　
　
　

ハは

る

を

ル
ヲ　

99
歳
）

中
央
通　
　

土ど

い井　

秀ひ
で
は
ち八

（
亡
母　
　

田た
の
う
え上
タた

け

こ

ケ
コ　

96
歳
）

中　

町　
　

三み

ま

き牧　

博ひ
ろ
ゆ
き之

（
亡
父　
　
　
　
　

正ま

さ

お夫　

87
歳
）

北　

原　
　

峯み
ね　

せ
つ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
と
し敏　

87
歳
）

七
城
支
所

荒　

牧　
　

隈く

ま

べ部　

重し
げ
つ
ぐ次

（
亡
父　
　
　
　
　

運う

ん

じ次　

96
歳
）

旭
志
支
所

片
川
瀬　
　

松ま
つ
お
か岡　

正ま
さ
つ
ぐ次

（
亡
妻　
　
　
　

ノの

り

こ

リ
子　

75
歳
）

大　

迫　
　

橋は
し
も
と本
キき

ぬ

よ

ヌ
ヨ

（
亡
夫　
　
　
　
　

末す

え

き喜　

72
歳
）

泗
水
支
所

田　

吹　
　

佐さ

と

う藤　

伸の

ぶ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

良り
ょ
う
せ
い正　

66
歳
）

朝
日
団
地　

園そ

の

だ田　

盛も
り
さ
だ貞

（
亡
妻　
　
　
　

セせ

い

こ

イ
子　

80
歳
）

岡　
　
　
　

前ま

え

だ田　

湍み

ず

こ子

（
亡
母　
　

穗ほ
い
ず
み泉　

美み

よ代　

96
歳
）

岡　
　
　
　

橋は
し
も
と本

ヤや

す

こ

ス
子　

（
亡
夫　
　
　
　
　

弘ひ
ろ
ゆ
き之　

78
歳
）

久
米
一　
　

有あ

り

た田
サさ

よ

こ

ヨ
子　

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

実
み
の
る　

80
歳
）

富
の
原
一　

伊い

と

う藤　

紀と

し

こ子　

（
亡
母　
　

河か
わ
う
ち内　

芳よ

し

こ子　

75
歳
）

田　

吹　
　

平ひ

ら

い井　

耕こ
う
さ
く作

（
亡
母　
　
　
　

タた

ま

え

マ
エ　

90
歳
）

田
島
一　
　

大お
お
ば
や
し林

美み

よ

こ

代
子

（
亡
夫　
　
　
　

省し
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎　

84
歳
）

田
島
一　
　

大お
お
ば
や
し林　

正ま

さ

お雄

（
亡
母　
　
　
　
　

昭あ

き

こ子　

78
歳
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し11

月
30
日
（
水
）
現
在 ７月に発足した「菊池安全安心パトロール隊」

　上絵付した白磁の食器、薔薇を描いた雑貨、暖かみのある手編みのマフ
ラー、クリスマスをイメージしたビーズの小物を展示します。
　ポーセリンの飾りで見応えのあるクリスマスツリーを用意しています。
ぜひ、お越しください。
と　き　12月25日（日）まで　午前９時～午後５時30分
ところ　菊池夢美術館
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

　
　
　
　

25
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

と　

き　

６
日（
金
）・
21
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　

な　

し

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

５
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

12
日（
木
）・
19
日（
木
）・

　
　
　
　

26
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

暴
力
団
組
員
な
ど
か
ら
の

「
正
月
商
品
売
り
つ
け
」

　

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
、
市
民
、

事
業
者
な
ど
の
責
務
な
ど
を
定
め
た
「
菊
池
市
生
活
安
全
条
例
」
が
菊

池
市
議
会
９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
、
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
お
よ
び
事
故
な
ど
を
未
然
に
防

止
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

市
の
責
務

・
市
民
の
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
の
啓
発

・
市
民
の
自
主
的
な
防
犯
活
動

に
対
す
る
助
言
、
指
導

・
登
下
校
時
の
監
視
活
動
や
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル

・
青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害

す
る
恐
れ
の
あ
る
有
害
環
境

の
浄
化

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
環
境
整
備

・
高
齢
者
、
障
害
者
の
生
活
安

全
対
策

・
関
係
機
関
と
の
連
携

市
民
の
責
務

・
防
犯
活
動
の
推
進
に
努
め
る

・
市
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施

策
へ
の
協
力

事
業
者
の
責
務

・
事
業
活
動
で
防
犯
上
必
要
な

措
置
を
講
じ
る

・
市
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施

策
へ
の
協
力

土
地
建
物
所
有
者
等
の
責
務 

・
事
業
活
動
で
地
域
に
お
け
る

犯
罪
、
事
故
防
止
策
を
講
じ

る
・
市
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施

策
へ
の
協
力

平
成
17
年「
年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動
」が

始
ま
り
ま
す

　新菊池市誕生を記念して、市民の親睦と融和を図るとと
もに、市民総スポーツ運動の一環として、勝敗にとらわれ
ないスポーツレクリエーション祭を開催します。また、豪
華商品の当たる抽選会も競技終了後、実施します。
と　き　１月 29日（日）午前９時　開会
ところ　菊池市総合体育館
　　　　（メインアリーナ・サブアリーナ）
種　目
①ドッジビー（ドッジボールのルールで、安全なやわらか
いフリスビーを投げ合います）参加資格（小学生以上）

②アジャタ（運動会の玉入れ競技のような、100 個玉を
入れる時間を競います。みんなで息を合わせましょう）
参加資格（中学生以上）
③ふらーばーるボールバレー（ミニバレーのようなルール
で、変形したボールを使用します。どっちに跳ねるかな・・・）
参加資格（高校生以上）
申し込み方法　専用の申込書に必要事項を記入し、各総合
支所教育課窓口・社会体育課まで申し込んでください。
参加費　無　料
問い合わせ先　社会体育課

アッセン・ポーセリンなどの生活の小物展

菊
池
市
生
活
安
全
条
例

菊
池
市
生
活
安
全
条
例
の
概
要

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

を
制
定
し
ま
し
た

「新菊池市誕生記念」第1回菊池市民スポレク祭を開催します
～小学生から高齢者まで、家族みんなで参加してみませんか?～
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12月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

12月18日

城間クリニック 菊池市 （25）2506 光の森脳神経外科内科 菊陽町 096（232）7711

宮川内科医院 合志町 096（248）2155 片山歯科医院 大津町 096（293）0864

なみかわ小児科 大津町 096（293）1163

23日 中野クリニック 菊池市 （25）5861

25日

菊池こどもクリニック 菊池市 （25）1164 菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191

いのうえ眼科 西合志町 096（344）1311 永野歯科医院 西合志町 096（343）0701

勝久病院 大津町 096（293）5000

菊池 七城 旭志 泗水

15 木

すくすくクラブ　10：00～
児童センター

３歳児健診
13：10～13：30　文化会館

16 金

１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館

17 土
しすい介護教室「にこにこ」
14：00～15：30　孔子の里

18 日

19 月
健康相談　9：30～10：30
旭志総合支所

20 火
BCG予防接種
13：30～14：00　文化会館

21 水
１歳６カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

22 木
すくすくクラブ　10：00～
児童センター

23 金

24 土

25 日

26 月

健康相談　9：30～10：30
七城公民館

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館

27 火

28 水
市役所仕事納め

消防団夜間年末警戒（巡視）

29 木 消防団夜間年末警戒

30 金 消防団夜間年末警戒

31 土


